
















































































































る。元々は同じ民俗が時間とともに変化していくのであるが、変化のスピードが地域によって異なるため、地域毎に様々な変化相の民俗が伝承されていること なる。この解釈の前提条件としては、民俗を生み出し変化させている土壌の同質性が求められる。日本列島上においては、どの地域においても 変化の過程を辿るわけで、各地域 伝承されている民俗は地域毎の事情によってそれぞれの変化相 留まっているに過ぎない。そこで全国から同じ種類の民俗を集めて比較すると、変遷過程を復元することができ 。こ 方法 「重出立証法」と呼ばれているものであ 。もっ も、重出立証法は民俗の変遷過程の復元ばかりでなく、失われた の意味を導き出す方法 しても利用されるが、ここ は触れないでおく。　
どの地域の民俗が古い変化相を保持しているのかということについ
ては、山間地や離島など、他の地域から隔絶された場所が想定された。そのひとつのきっ けと ったのが椎葉村で 体験であった。宮崎県東臼杵郡椎葉村で猪狩の話を聞い 柳田國男は、 『後狩詞記』と題する書にまとめて刊行する。明治四二年 ことであった　
その年から遡ること四百四十五年前の寛正五年、室町幕府に仕えて

























































































































されたことは、柳田國男も認め いた。問題となる は、 稲作文化を中核 して 本文化が形成される過程で、他の文化が異質性









































































本は、憂国思想である。これまで確認してきた民俗の地域差を捉える三つの視座を、柳田はすべて獲得していたわ であるが、それぞれの視座の底流にあるものこそ憂国思想に他ならな 。日本国全体の未来を案じる柳田國男に対し、一地域のみの歴史や文化を研究しよう する「個別分析法」とでは 同じ価値観を共有することなど き はずもない。　
憂国思想は、柳田國男に特有なものではない。将軍が君臨していた


































































誌を位置付けている。この一文の中でキーワードとなるのは「あらかじめ設定した大小の地域」と「事実 提供に資する」 ふたつで ろう。前者は対象地域を 全土ではなく特定地域に限定することを指し、後者は研究ではなく 調査報告に徹することを示 いる。　
対象地域を限定しようとするのは、外形的には同じ民俗でも、伝承




実、その後に出版された『離島生活 研究』では、調査項目別く、調査地域毎 資料がまとめ れている　
桜田勝徳が昭和九年に発表した『海村民俗誌』では、調査地の枠が
















































































のは、周圏論では解決できない民俗分布があることも十分承知していたのである。この論稿は昭和二四年に書かれた であるか 、確立期以降 柳田を重出立証法や周圏論に閉じ込めて まうのは間違っている。それら あくま も柳田の一側面でしかないのである。　
では、なにゆえに佐渡が調査研究対象地として選ばれたのであろう

























































めの学問である。このことは柳田の著作の中に切々と語られているだが、このことはほとんど理解されてい いようである 原因のひとつは、明治人柳田の難関な文章にあ 。深遠 文章 時 遭遇し、立ち往生してしまう。さらにもうひ つの原因は、真意が霞に覆われて
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いてなかなか把握できない。さらに付け加えるならば、ひとつのテーマが全著作に散りばめられて て、特定の著作を読むだけでは済まされないことであろう。例えば、今回取り上げた『北小浦民俗誌』にしても、タイトルからは無関係と思われる他の著作の中に重要な言及を見付けること ある。 『北小浦民俗誌』だけ読んだとしても、 『北小浦民俗誌』のことは理解 きないのである。このことは『先祖の話』や『海上の道』などに関しても同じで、結局『定本柳田國男集』全巻に眼を通さなければならない。　
不勉強な筆者は、これまでに『定本柳田國男集』の全巻通読は四度
しか経験していない。もちろん『先祖の話』や『海上の道 など、単体では十度近く読んで る もある。読むたびに新たな発見があり、読解力のなさ 痛感させられてしまう それでも『定本柳田國男集』全巻を奏でている通奏低音が「問いの学問」と「憂国 学問」であることは理解でき 。 『北小浦民俗誌』も例外ではなく、このふたつの思想がその底流に奏でられている で　
柳田國男批判を繰り返している人々は、どれだけ正確 柳田國男の
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ていただきたい。
